


























幼児の外遊びの時間が 1 日 1 時間未満であり、遊び
に占める「絵本」「テレビ・ビデオ」の割合は、10
年前に比べて約 2 倍に増え、逆に、「自転車・三輪







































































47 名、女児 45 名）とした。








に行った（図 2）。25 ｍ走は、スタートから 30 ｍの
地点にゴールを設けてクラス担任が立ち、園児には
ゴールまで全力で走るように促し、スタートから






















座を実施した。講座は 9：30 ～ 11：00（最初の 30
分は受け付け及び自由遊び）で行い、内容は運動能
力を高めるポイント解説や、身近な用具を用いた日
常でできる親子遊びなどとし、4 月 24 日と 7 月 3
日の 2 回行った（図 3、表 1）。講座に参加した園児
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継続的な親子体操教室が幼児の運動能力に及ぼす影響
会を設けたり、声を掛けたり誘うことにより子ども
との共有時間の形成が大切であることが示された。
Ⅳ．結論
幼児の運動能力を伸ばすためには、保護者が子ど
もの運動・体力に対し高い意識・関心を持つことに
加え、幼児期の運動遊びについての知識やスキルを
身につけること、また日常生活において積極的・意
欲的な関わりをするなど、保護者の意識と知識に基
づく積極的な子どもとの共有時間の形成が有効であ
る。
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